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水稲品種「ひとめぼれ」の施肥反応
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1　は　じ　め　に

良質，良食味で耐冷性が掛い特作をもつ水稲ltJ一躍「ひとめ

ぼれ」は．1991畔．宮城矧こおける、囲l地帯むけ申／蔓ミ椎とし

て奨励品種に採用された。

本品稀は，食味，耐冷性で優れた特性を百する反れ偏穂

数型で粒蓄密度が磯であるため，ポ当り籾数が取り難い欠点

もある。このため籾数の不足による収目星の頭打ちが懸念され

る。そこで，本品種の優れた特性を／巨かしなから，収旭をlt：毒

蛇安定させる栽培法の目安を得るため．本．品梓が施肥条件に

より収甜構成要素及び耐倒伏性等にどのような反応を′Jけか．

出穂期が同じである「ササニシキ」と比較し検．対したので，

その結果について報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験年次：1990年

（2）試験場所及び供試上壌

宮城県農業センターー－細粒灰色低地卜

宮城県古川農業試験場一一－灰色低地1二

（3）比較品種：ササニシキ

（4）耕稀概要①播種局15叱／箱（稚苗）。②移納期5日

10円前後。③栽植密度30×15cm，22．2株／止。④栽楢本

数4本，手植え。

（5）試験規模：1医10ポ，2区制

161供試条件
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図1に収量及び収ll主構成要糸を示した。入射巴きtほ「ササ

ニシキ」の標準壇とした場合（以卜標肥），追肥法令体を適

して「ササニシキ」と比較すると，豊熟歩合がやや高く千柑

重は明らかに優るが．ポ、－1り籾数が少なく収llはl■－f僻度かや

や劣った。「ひとめぼれ」の追肥反応を見ると．幼植形成期

の追肥は日勤壊歩合卓高め，ポ、▲1り籾数の増加が朗茸であっ

た。豊熟歩付ま籾数が増加虻たにもかかわらず低卜の程度は

けサニシキ」より小さかった。T・粒職は「ササニシキ」で弔

くなったが，「ひとめぼれ」では人月モなかった。収量の増加＝こ

はポ当り籾数が人きく影轡し，収【li水準は「ササニシキ」よ

りやや低い柑度であった。減数分裂期の追肥は．ポ当り籾数

への影矧は「ササニシキ」とl■il様にみられず，豊熟歩へは

「ササニシキ」で効果がみられたものの「ひとめぼれ」は全般

に豊熟歩合が高く判然としなかった。しかし，T・柁重への影

矧こついては「ササニシキjとl甘捏度の増大効果がみられた。

収lilは無追肥よりもやや多くなったが　巨ササニシキ」より劣っ
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3　試験結果及び考察

試験隼の1990年は稲作期間を適して高混多照で経過し，

／1二百が進み．小生樺の出槻期は、l叫三より9日捏度Illまった。

また，平的こ比べ相良が短く，豊熟が梅めて良好な畔であっ

た。施肥法の違いによる山稜期の変動は「ササニシキ」と同

様に小さく．1け程度であった。
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追肥法（幼形・・・減分．k／10a）

図1　収描及び収蔓It構成要素
（H城農セ．竹戊2隼）
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た。幼穂形成期及び減数分裂期の2lロl追肥では，それぞれの

追肥効果が反映され，収員水準は高くなったが「ササニシキ」

よりやや劣った。基肥嶺を耐倒伏性の掛－「サトホナミ」、瞳

に増試した場合（以下多肥），全体的にはポ当り穂数が増加

し，か‘1り粗放が増加した。追肥の反応は標肥の場合とl言】様

の傾向を示し，幼穂形成期の追肥では「ササニシキ」亜以上

の収星となった。古川農業試験場でも収星及び収見構成要

素に対する影響は同様の傾向であった（囲省略）。

「ひとめぼれ」では．ポ当り籾数の増加は，ポ当り穂数

の増加とともに・稔籾数も大きく関与した。表1に施肥法

と枝梗敷及び籾数の関係を示した。「ひとめぼれ」は「サ

サニシキ」より2次枝梗及び2次枝梗籾数が少なく，一穂

籾数は少ないが幼穂形成期の追肥で顕著な増加がみられ，

その程度は「ササニシキ」より大きかった。基肥量の違い

では∴無追肥以外は明らかな差はなかった。

表1施肥法と技棟数及び籾数（宮城農セ．1990年）
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劉巴の増員及び判、時期の追肥は耐倒伏性を弱めるが．本

施肥法の範囲での相の伸長状況と倒伏柁度を鹿2に示した。

表2　別巴は別符長及び倒伏程度

（宮城農セ，宮城古ムも】990年）
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；7二…：3喜1；…i往．倒伏程度は0（醸）～4（托）×面積率（最高

100％）で衣′J七。
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「ひとめぼれ」の梓長は「ササニシキ」より短く，追肥による

仲良程度は「ササニシキ」並であった。「ひとめぼれ」の梓

長は多肥で「ササニシキ」の標準並に伸長したが．倒伏程麿

は「ササニシキ」の標肥を下回り，幼穂形成期の追肥でも

100以卜の軽度であった。

4　ま　と　め

基肥の増量は株数の確保．幼穂形成期の追肥は抵数及び

一一・穂籾数の確保に効果的に作用し，その程度は「ササニシキ」

より顕著であった。また．減数分裂期追肥は千指南の増人に

「ササニシキ」並の効果を示した。収員は，ポ当り籾数が巌

も多く，また丁・柁零が増加した基肥多肥及び幼橡形成期と減

数分裂期の組合せで最も高かった。本施肥の範囲内での倒伏

程度は，劉巴多肥及び幼億形成期追肥を組み合わせても「サ

サニシキ」の標肥以下で．軽便にとどまった。

以上，「ひとめぼれ」の施肥法としては．基肥の増施及び

幼穂形成期と減数分裂期の追肥が有効である。平成2年の

好天候．生曹経過を考慮し，本県の平年並みの気象条件ト

で無倒伏を原則とした場合，施肥量の目安は「ササニシキ」

より2－3割増し程度の基肥畠で．追肥は幼穂形成期及び

減数分裂期に窒素成分で各1kg／10aと推定される。

なお．ポ当り籾数の確保が収量に大きく反映するので．初

期生育の促進等による穂数の確保も重要である。
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